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新町長にインタビュー
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西中改築工事またも工期延長
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本
体
建
築
工
事
の

遅
延
の
た
め

臨
時
議
会

（
７
月
14
日
提
出
）

・
電
気
設
備
工
事

・
機
械
設
備
工
事

天
候
不
良
に
よ
る

事※

故
繰
越
の
た
め

３
月
議
会

（
３
月
４
日
提
出
）

・
本
体
建
築
工
事

・
電
気
設
備
工
事

・
機
械
設
備
工
事

改 築 工 事
　

臨
時
議
会
で
、
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
工
事
の
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
再
度
の
工
期
延
長
に
対
し
、
議
会
か
ら
怒

り
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

責
任
の
所
在
は

問　

本
体
建
築
工
事
の
請
負
契
約

を
変
更
し
な
い
理
由
は
。

答　

約
款
の
21
条
に
よ
り
、
請
負

業
者
に
責
が
あ
る
場
合
は
、
契
約

変
更
で
は
な
く
、
工
期
延
長
に
伴

う
責
任
を
問
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

今
回
、
電
気
・
機
械
に
つ
い
て

は
、
本
体
の
建
築
工
事
の
遅
れ
が

原
因
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
責
は

な
し
。
建
築
に
つ
い
て
は
、
責
あ

り
と
い
う
こ
と
で
区
別
を
し
て
い

ま
す
。

遅
れ
た
原
因
は

問　

一
度
目
の
変
更
で
は
、
事
故

扱
い
に
よ
る
工
期
延
長
だ
っ
た
。

今
回
の
遅
れ
た
理
由
は
。

　

ま
た
、仮
設
校
舎
（
プ
レ
ハ
ブ
）

の
費
用
は
、
ど
こ
が
負
う
の
か
。

答　

遅
れ
た
理
由
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
型
枠
職
人
や
配
筋
工
が

不
足
し
、
手
配
が
難
し
か
っ
た
た

め
で
す
。
仮
設
校
舎
の
費
用
は
、

本
体
建
築
工
事
請
負
業
者
に
請
求

し
ま
す
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す

こ
と
は

問　

違
約
金
・
指
名
停
止
な
ど
、

建
設
事
業
者
に
対
し
て
延
滞
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
こ
と
は
。

答　

工
事
が
す
べ
て
完
了
し
た
の

ち
に
、
町
の
約
款
に
基
づ
い
て
科

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
国
庫
補
助
の
交
付
は

問　

約
束
の
期
限
を
守
れ
な
く

な
っ
た
今
、
補
助
金
は
当
初
の
予

定
ど
お
り
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答　

過
去
の
事
例
に
よ
り
「
交
付

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
遅
延
の
理
由
と
責
任
が
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

公
文
書
と
し
て
残
し
ま
す
。

町
民
へ
の
説
明
は

問　

町
と
し
て
の
説
明
責
任
と
対

応
は
。

答　

生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
関

係
者
に
は
、
教
育
委
員
会
よ
り
説

明
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
具
体

的
に
ど
う
い
う
形
に
な
る
か
は
未

定
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

き
ち
ん
と
説
明
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

初議会では、積極的に手を議会では、積極的に手を
挙げて答弁する場面が多挙げて答弁する場面が多

くありました。今後もその姿くありました。今後もその姿
勢で臨まれますか。勢で臨まれますか。
町長　議員のときの気持ちがなかなか
抜けずに、少々答弁が長くなってし
まいました。今後は、町長としての
自覚とともに、簡潔に、的を射た答
弁を心がけていきたいですね。

まずまず何から　　　　　　　
始めますか。始めますか。

町長　西中建築問題ですね。今回の
臨時議会での議員各位のご意見を
しっかりと受けとめ、８月 31日
の完成に向けて、町の威信をかけ
て取り組みます。

　　次に町の体制・職員の意識改革。
３番目として、東武東上線小川町
駅の北側の開発を着実に進めてい
きたいと思います。

議会議会に何を　　　　　　　に何を　　　　　　　
求めますか。求めますか。

町長　身近な問題から町政全般、より
深い所での議論を活発化させてもら
いたいですね。積極的に私も発言し
ますから、とことん議論しましょう。

久々久々に帰ってきた小川町に帰ってきた小川町
議会の印象は。議会の印象は。

町長　質問席が新たに設置され、一般
質問の形式が一問一答方式へと変更
された点に、議会改革を感じました。
また、議員の活発な意見が印象的で
した。

職員職員に何を　　　　　　　に何を　　　　　　　
求めますか。求めますか。

町長　やる気の対応・接客意識の向上
を望みます。課長会議を多く持ち、
情報や問題の共有化をしっかりと
図っていきたいと思います。同時に、
個々の持つ潜在能力を引き出した
い。たまには飲みニケーションで本
音も聞いてみたいですね。

家庭家庭の中での　　　　　　
町長の位置づけは。町長の位置づけは。

町長　妻あっての今の立場でもあり
ますので、意見は大切にしていま
す。それと、家事も積極的に手伝い、
“家庭から始める男女共同参画”を
実践しています。

新町長新町長ににインタビューインタビュー

　７月 15日、就任早々で６月定例議会・臨時議会を終えた松本町長に、

編集委員会から今後の抱負などを聞きました。

集特

　

般
更
。
で

　

工
期
延
長
の
経
緯

３
月
31
日
竣
工

７
月
15
日
竣
工

８
月
31
日
竣
工

当初
予定

変更
1

変更
２

臨
時
議
会
総質疑数

32

開 催 日

７月14日

建築中の体育館（７月２日）建築中の体育館（７月２日）

７月15日
工期延長

まで８月31日
工期延長

まで

すたむちゃんのすたむちゃんの
ひと口メモひと口メモ

※事故繰越とは※事故繰越とは…避けがたい事故（今回はたび重なる
台風）のため年度内に支出が終わらなかったことに
より行なう繰り越し
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地
域
に
よ
る
見
守
り
支

援
体
制
が
強
化

問　

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と

は
。

答　

独
居
老
人
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
・
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
利

用
者
・
災
害
時
要
援
護
者
等
、
該

当
さ
れ
る
方
々
を
ゼ
ン
リ
ン
の
地

図
上
に
配
し
た
も
の
で
す
。
当
該

地
区
の
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
し

た
方
々
に
印
刷
し
た
マ
ッ
プ
を
提

供
し
、
情
報
の
共
有
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
デ
ー
タ
は
年
１
回
の

更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
河
公
民
館
の
耐
震
診
断

問　

公※

共
施
設
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
の
整
合
性
は
。

答　

今
年
度
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、

来
年
度
か
ら
具
体
的
に
進
み
ま

す
。
大
河
公
民
館
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
回
の
診
断
結
果

も
検
討
材
料
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

発
電
機
３
台
を
購
入

問　

災
害
用
資
機
材
の
詳
細
は
。

答　

町
内
の
酒
蔵
３
社
と
災
害
時

に
お
け
る
井
戸
水
の
提
供
に
関
す

る
協
定
を
結
び
、
有
事
の
際
に
使

用
し
ま
す
。
防
災
倉
庫
で
保
管
し

ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
て

問　

和
紙
資
料
活
用
事
業
費
の
詳

細
は
。

答　

小
川
和
紙
資
料
館
で
所
蔵
さ

れ
て
い
た
資
料
５
６
０
０
点
を
購

入
し
ま
す
。
昭
和
初
期
に
漉
か
れ

た
細
川
紙
を
は
じ
め
、
今
回
、
と

も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
を
申
請
中
の
本
美
濃
紙
や
石

州
半
紙
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
和

紙
を
使
用
し
た
全
国
各
地
の
加
工

品
や
民
芸
品
、
紙
漉
き
に
用
い
る

道
具
類
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
資
料
の
数
々
は
、
今
後
、
和

紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。

都
市
ガ
ス
に
切
り
替
え

問　

庁
舎
大
規
模
改
修
の
詳
細

は
。

答　

主
に
、
空
調
設
備
の
改
修
と

な
り
ま
す
。
個
別
空
調
機
併
用
方

式
と
し
、
場
所
を
絞
っ
て
セ
パ

レ
ー
ト
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
改
修
で

熱
源
を
都
市
ガ
ス
に
切
り
か
え
ま

す
。
工
期
は
９
月
上
旬
か
ら
来
年

１
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

補
正
予
算

平成

26
年度

︽
主
な
質
疑
︾

税
条
例
の
一
部
改
正

問　

法
人
税
割
の
税
率
が
１
０
０

分
の
12
・
３
か
ら
９
・
７
と
な
る

が
、
減
収
分
は
。

答　

平
成
25
年
度
の
実
績
で
試
算

し
ま
す
と
、
平
成
27
年
度
分
は
３

３
０
万
円
の
減
で
、
平
成
28
年
度

分
は
２
０
０
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
す
。

問　

減
収
と
な
っ
た
額
は
、
す
べ

て
歳
入
予
算
に
地
方
交
付
税
と
し

て
補
て
ん
さ
れ
る
の
か
。

答　

す
べ
て
補
て
ん
さ
れ
る
か

は
、
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

軽
自
動
車
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
で
、
そ
の
増
収
見
込
み

額
は
幾
ら
に
な
る
か
。

答　

３
５
０
万
円
程
度
の
増
収
と

な
り
ま
す
。

問　

原
付
自
転
車
は
、
税
額
が
１

０
０
０
円
か
ら
２
０
０
０
円
と
な

り
、
負
担
が
ふ
え
る
が
。
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
特
殊
自
動
車
は
、
地

方
自
治
体
の
裁
量
で
税
率
が
決
定

で
き
る
と
聞
い
た
が
、
軽
減
に
つ

い
て
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答　

近
隣
の
町
村
を
加
味
し
て
対

応
し
ま
し
た
。

問　

平
成
14
年
以
前
に
購
入
さ
れ

た
軽
自
動
車
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
20
％
重
課
さ
れ
る
の
か
。

答　

軽
自
動
車
に
お
い
て
も
グ

リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
14
年
目

を
迎
え
る
４
輪
車
等
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
標
準
税
率

に
対
し
て
、
お
お
む
ね
20
％
の
重

課
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正

︽
主
な
質
疑
︾

　今定例会では、国の税制改正に伴う小川町税条

例の一部改正など専決処分の承認を求める議案や、　　

平成 26年度一般会計補正予算を含めて５件、人権擁護委員候補者の推薦１件を審議

し、すべて可決・同意・承認しました。

　一般質問は 10人が登壇し、当面する諸問題について町の見解や対応をただし、政

策提言を行ないました。

岐阜県美濃市を視察（今回の視察研修は、議員総意により全委員会合同で行ないました）

をふまえての視 調 研 報察 査 究 告
調査研究テーマ 和紙を活用した町の活性化策について

美濃市DATA
人口２万2,089人
（平成 26    年６月現在）
　日本の中央に位置
し、天下の名川長良
川や緑濃い山々など
豊かな自然と 1300
年の伝統を誇る「美
濃和紙」、中心市街
地には、江戸時代に
築かれた伝統的な建
造物が多く残り、歴
史的景観が保たれる
など伝統文化が息づ
くまちです。

平成26年６月定例会

６月24日〜７月２日

すたむちゃんのすたむちゃんの
ひと口メモひと口メモ

※公共施設におけるアセットマネジメントとは※公共施設におけるアセットマネジメントとは
一定の行政サービスを維持しつつ、老朽化し

た施設の統廃合や余剰施設の複合的な活用な

どを行ない、長期的な財政支出の削減を図る

取り組みです。

議会から和紙職人への支援など２項目を提言！　

　今回、石州半紙（島根県浜田市）、本美
濃紙（岐阜県美濃市）、細川紙の和紙産地
が一括して日本の手漉き和紙技術として、
ユネスコ無形文化遺産登録の候補となった
ことを受け、上記の調査研究テーマのもと、
美濃市の和紙産業に対する取り組みを視察
した。
　和紙の需要減少や後継者育成、道具不足
等の問題がある中で、この貴重な伝統技術
を保存・伝承し、町の活性化につなげてい
くことは、当町のみならず美濃市において
も共通の課題とのこと。
　視察の結果、以下を提言し「和紙のふる
さと　小川町」この言葉が国内外に知れ渡
るよう最大限の努力を期待するものである。

提言① 伝統技術を保存・伝承していく方
策として、手漉き和紙職人や使用する道具
類を作る職人を町職員として雇用し、また、
原料となる楮やトロロアオイを地場産で賄

い生産者のなりわいにつなげる支援をする
こと。
提言② 町の活性化につなげる手段として、
核となる施設に埼玉伝統工芸会館の活用を
図るとともに、和紙工・和紙商と連携した
新たな商品開発、和紙製品を積極的に使用
しＰＲに励むこと。有識者を含む検討委員
会を立ち上げ、あらゆる角度から検証し、
国際的祭典等も視野に入れた展開を図るこ
と。

購入する資料の一部購入する資料の一部 細川紙製の青森ねぶた細川紙製の青森ねぶた

地域支え合いマップの一例地域支え合いマップの一例



町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや意

見を求め、事柄をた

だしたり、議員や町民

の意見などを述べるこ

とをいいます。議員１

人の持ち時間は75分

に定めており、議会だ

よりでは、このやりと

りを要約して報告して

います。

　今議会では、10人

の議員が一般質問を

行ないました。
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柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本　

修
三

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

大
戸　

久
一

根
岸　

成
美

宮
澤　

幹
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

小
林　

一
雄

審
議
結
果

６月定例会

専決処分の承認
（税条例の一部
改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

専決処分の承認
（都市計画税条
例の一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

専決処分の承認
（平成 26 年度
一般会計補正予
算（第１号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

税条例の一部改
正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成 26年度一
般会計補正予算
（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

人権擁護委員候
補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

第１回臨時会

小川町立西中学
校改築工事（電
気設備工事）請
負変更契約の締
結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

小川町立西中学
校改築工事（機
械設備工事）請
負変更契約の締
結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

人権擁護委員候
補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

議 案 名

審議議案と議員の賛否
議 員 名

※○は賛成　×は反対

　　議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

は
。
ま
た
、
町
単
独
、
独

自
の
支
援
や
優
遇
施
策
の

充
実
は
。

答
弁

町

長

町

長　

課
題

　

課
題

は
、
求
め
ら
れ

は
、
求
め
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支

る
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支

援
策
が
多
様
化
す
る
中
で
、

援
策
が
多
様
化
す
る
中
で
、

そ
の
対
応
が
十
分
で
は
な

そ
の
対
応
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
で
す
。
独
自
の
優

い
こ
と
で
す
。
独
自
の
優

遇
施
策
は
、
今
後
、
小
川

遇
施
策
は
、
今
後
、
小
川

町
子
ど
も
子
育
て
会
議
等

町
子
ど
も
子
育
て
会
議
等

で
議
論
し
、さ
ら
な
る
サ
ー

で
議
論
し
、さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

増
え
、
そ
の
管
理
の
状
況

に
不
安
を
持
っ
て
い
る
住

民
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
対
策
は
。

答
弁

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

先
進
事
例
で

は
、
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
提
携
し
、
建

物
の
所
有
者
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
契
約
す

る
形
に
な
っ
て
い
て
、
契

約
期
間
等
に
よ
っ
て
は
割

引
制
度
も
あ
る
と
の
こ
と

引
制
度
も
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
割
引
と
い
う
特
典

で
す
。
割
引
と
い
う
特
典

付
与
は
、
所
有
者
を
長
期

付
与
は
、
所
有
者
を
長
期

契
約
へ
と
導
き
、
安
定
的

契
約
へ
と
導
き
、
安
定
的

な
管
理
に
も
つ
な
が
り
ま

な
管
理
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
検
討
し
た
い
と

す
の
で
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

答
弁

町
長
町
長　

町
商
工

　

町
商
工

会
を
は
じ
め
、

会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
地
元
企
業
等

関
係
機
関
や
地
元
企
業
等

と
今
ま
で
以
上
に
、
連
携

と
今
ま
で
以
上
に
、
連
携

を
図
り
ま
す
。
企
業
誘
致

を
図
り
ま
す
。
企
業
誘
致

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

ホ
ン
ダ
関
連
企
業
を
中
心

ホ
ン
ダ
関
連
企
業
を
中
心

に
考
え
て
い
ま
す
。

に
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
町
観
光
協
会
の

あ
り
方
は
。

答
弁

町
長
町
長　

町
行
政

　

町
行
政

が
担
っ
て
い
る

が
担
っ
て
い
る

体
制
か
ら
、
単
独
運
営
、

体
制
か
ら
、
単
独
運
営
、

も
し
く
は
他
団
体
に
託
す

も
し
く
は
他
団
体
に
託
す

等
、
検
討
し
ま
す
。

等
、
検
討
し
ま
す
。

質
問
当
町
の
子
育
て

環
境
の
課
題

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

し
っ
か
り
と
試
算
し
ま

し
っ
か
り
と
試
算
し
ま

す
。
す
。質

問
地
域
で
支
え
る

た
め
に
は
、
地

域
に
お
け
る
医
療
体
制
の

整
備
も
、
介
護
と
一
体
に

な
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

と
考
え
る
が
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

在
宅
医
療
と
介

在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
は
重
要
な
位
置

護
の
連
携
は
重
要
な
位
置

づ
け
に
な
り
ま
す
。
当
町

づ
け
に
な
り
ま
す
。
当
町

で
は
、
医
療
と
介
護
の
連

で
は
、
医
療
と
介
護
の
連

携
は
、
退
院
時
な
ど
に
個

携
は
、
退
院
時
な
ど
に
個

別
ケ
ー
ス
ご
と
に
な
さ
れ

別
ケ
ー
ス
ご
と
に
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム

て
い
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
確
立
さ
れ
て
い

と
し
て
は
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
比
企
医
師
会
と

ま
せ
ん
。
比
企
医
師
会
と

連
携
を
図
る
方
向
で
、
現

連
携
を
図
る
方
向
で
、
現

在
、
比
企
医
師
会
と
管
内

在
、
比
企
医
師
会
と
管
内

市
町
村
と
の
打
ち
合
わ
せ

市
町
村
と
の
打
ち
合
わ
せ

の
開
催
を
進
め
て
い
ま

の
開
催
を
進
め
て
い
ま

す
。
す
。

空
き
家
対
策
、さ
ら

な
る
具
体
的
施
策
を

質
問
高
齢
化
、
人
口

減
少
の
課
題
の

中
で
、
現
実
に
空
き
家
が

質
問
新
町
長
の
も
と

に
策
定
が
図
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
第
５
次
総

合
振
興
計
画
は
。

答
弁

町
長
町
長　

現
行
の

　

現
行
の

第
４
次
総
合
振

第
４
次
総
合
振

興
計
画
の
最
終
年
度
を
来

興
計
画
の
最
終
年
度
を
来

年
度
に
控
え
、今
年
度
は
、

年
度
に
控
え
、今
年
度
は
、

そ
の
評
価
の
た
め
の
準
備

そ
の
評
価
の
た
め
の
準
備

と
第
５
次
総
合
振
興
計
画

と
第
５
次
総
合
振
興
計
画

策
定
に
向
け
、
住
民
意
識

策
定
に
向
け
、
住
民
意
識

調
査
等
を
行
な
い
ま
す
。

調
査
等
を
行
な
い
ま
す
。

質
問
雇
用
の
確
保
や

質
の
向
上
は
、

行
政
の
力
だ
け
で
は
か
な

わ
な
い
。
地
元
企
業
と
の

連
携
・
協
力
体
制
の
充
実

は
。
ま
た
、
新
た
な
企
業

誘
致
へ
の
取
り
組
み
は
。

質
問
「
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調

査
」
は
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

２
０
０
０
名
を

２
０
０
０
名
を

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
、

地
域
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
、

人
口
推
計
と
必
要
に
な
る

人
口
推
計
と
必
要
に
な
る

サ
ー
ビ
ス
等
を
把
握
・
分

サ
ー
ビ
ス
等
を
把
握
・
分

析
し
て
い
き
ま
す
。

析
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
来
年
度
か
ら
の

保
険
料
の
見
直

し
は
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

国
の
推
計
で
は

国
の
推
計
で
は

５
期
か
ら
６
期
へ
の
伸
び

５
期
か
ら
６
期
へ
の
伸
び

が
約
が
約
1515
％
と
な
っ
て
い
ま

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
様
な
伸
び
率
と
考

す
。
同
様
な
伸
び
率
と
考

え
る
と
、
４
３
６
０
円
か

え
る
と
、
４
３
６
０
円
か

ら
５
０
０
０
円
と
な
り
ま

ら
５
０
０
０
円
と
な
り
ま

町政

スタートする松本町政の進路は

福祉・医療

介護保険見直しに向けてしっかりとした取り組みを

住民の声を反映した町政運営を目指します

比企医師会と連携を図る方向です

髙瀬　勉議員

山口勝士議員

松本町長のご活躍を
期待いたします！

介護への不安。国だけでなく、
地域に根差したサービスが必要
だなぁ

みんなで支え合う地域の介護にみんなで支え合う地域の介護に

未来を担う子どもたち未来を担う子どもたち
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町
民
の
憩
い
の
場
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
延
伸
１
３
０
０

　

以
前
、
延
伸
１
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
試
算
で
２
億

メ
ー
ト
ル
の
試
算
で
２
億

円
弱
の
工
事
費
が
算
出
さ

円
弱
の
工
事
費
が
算
出
さ

れ
た
た
め
断
念
し
た
経
緯

れ
た
た
め
断
念
し
た
経
緯

が
あ
り
、
現
在
も
「
寄
居

が
あ
り
、
現
在
も
「
寄
居

林
業
事
務
所
」、
埼
玉
県

林
業
事
務
所
」、
埼
玉
県

く
学
び
、
改
革
へ
の
勇
気

を
持
っ
て
素
早
く
行
動
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
。答

弁
町
長
町
長　

議
員
の

　

議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
と

お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
よ
く
聞
き
、
よ
く

お
り
、
よ
く
聞
き
、
よ
く

学
び
、
改
革
へ
の
勇
気
を

学
び
、
改
革
へ
の
勇
気
を

持
っ
て
素
早
く
行
動
す
る

持
っ
て
素
早
く
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
た
だ
し
、
行
動
の
裏

す
。
た
だ
し
、
行
動
の
裏

づ
け
と
な
る
条
件
を
１
つ

づ
け
と
な
る
条
件
を
１
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
な
け

ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員

の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お

の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

用
し
、
そ
の
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
庁
内
活
性
化
を

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

幅
広
い
知
識
と
的
確
な
判

断
能
力
を
兼
ね
備
え
た
職

員
の
人
材
育
成
に
取
り
組

む
考
え
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
育
て
支
援

◎
女
性
を
守
る

答
弁

産
業
観
光
課
長　

産
業
観
光
課
長　

眺
望
に
支
障
を

来
さ
な
い
四
季
折
々
の
花

木
の
植
栽
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

質
問
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
公
園
に

す
る
た
め
に
、
下
里
地
内

ま
で
の
林
道
の
延
伸
と
各

遊
歩
道
の
整
備
を
望
む

が
。答

弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

こ
の
公
園
は
、

の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め

の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
公
聴
の
機
会
を
増
や

に
、
公
聴
の
機
会
を
増
や

す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
い

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。質

問
町
民
が
今
、
何

を
求
め
、
何
を

望
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の

思
い
を
共
有
し
、
人
々
と

と
も
に
協
働
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
独
自
性
を
尊

重
し
合
い
、
全
町
の
調
和

を
保
ち
つ
つ
満
足
度
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、
よ
く
聞
き
、
よ

町
へ
移
り

住
ん
で
来

ら
れ
る
方

に
も
、
ど

の
よ
う
な

方
策
が
図

れ
る
の
か

他
自
治
体

で
の
先
進

事
例
を
参

考
に
、
で

き
る
こ
と

か
ら
積
極

的
に
取
り

組
ん
で
い

き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
女
性
の
登
用
と

は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
形
で
女
性
の

活
動
の
場
を
推
進
し
て
い

く
の
か
。

答
弁

町
長
町
長　

当
町
役

場
内
の
管
理
職

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
女

性
を
登
用
し
ま
す
。現
在
、

課
長
・
主
幹
級
職
員
の
う

ち
、
女
性
職
員
は
49
人
中

10
人
と
低
い
比
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
女
性
を
管
理
職
に
登

質
問
見
晴
ら
し
の
丘

公
園
は
平
成
元

年
開
園
以
来
、
町
内
外
多

く
の
人
々
の
憩
い
の
公
園

と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
公
園
の
周
辺
素

材
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
整
備
の
充

実
を
。

　

四
季
を
通
し
て
楽
し
め

る
花
木
の
整
備
で
、
花
の

名
所
と
な
る
よ
う
な
植
栽

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

質
問
小
川
町
の
「
経

営
ト
ッ
プ
」
が

交
代
し
、
松
本
町
政
が
ス

タ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、

「
新
経
営
ト
ッ
プ
」
に
経

営
理
念
及
び
基
本
姿
勢
、

ま
た
政
策
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

行
政
の
使
命
は
町
民
１

人
１
人
が
求
め
る「
幸
せ
」

を
共
有
し
、
そ
れ
を
可
能

に
す
る
地
域
社
会
を
誠
実

な
職
務
遂
行
に
よ
っ
て
実

現
す
る
こ
と
だ
と
思
う

が
。答

弁
町
長
町
長　

住
民
の

　

住
民
の

お
願
い
と
し

お
願
い
と
し

て
、
１
人
１
人
が
幸
せ
を

て
、
１
人
１
人
が
幸
せ
を

求
め
る
こ
と
は
当
然
の
こ

求
め
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ら

と
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ら

町政

町長の経営理念・政策は

子育て・女性の登用

若年層の定住促進が急務だが
公
園
整
備

仙
元
山
周
辺
整
備
の
充
実
を

四
季
折
々
の
花
木
の
植
栽
を
検
討
し
ま
す

広く住民の意見を聞いていきたい

積極的に取り組みます

松本修三議員

井口亮一議員

髙橋さゆり議員

「
森
づ
く
り
課
」
へ
も
相

「
森
づ
く
り
課
」
へ
も
相

談
し
て
い
ま
す
が
、
適
し

談
し
て
い
ま
す
が
、
適
し

た
補
助
金
が
見
つ
か
り
ま

た
補
助
金
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
遊
歩
道
整
備
は
進

せ
ん
。
遊
歩
道
整
備
は
進

め
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

質
問
見
晴
ら
し
の
丘

公
園
か
ら
の
眼

下
に
広
が
る
町
並
み
の
夜

景
と
星
空
は
感
動
も
の
で

あ
る
。
年
に
数
回
の
限
定

夜
間
開
放
実
施
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

道
路
状
況
等
夜

道
路
状
況
等
夜

間
の
車
の
乗
り
入
れ
が
心

間
の
車
の
乗
り
入
れ
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
指
定
管

配
さ
れ
ま
す
が
、
指
定
管

理
者
と
も
協
議

理
者
と
も
協
議

し
、
地
域
貢
献

し
、
地
域
貢
献

の
一
つ
と
し

の
一
つ
と
し

て
、
安
全
に
事

て
、
安
全
に
事

業
が
で
き
な
い

業
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い

か
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

改革への勇気を持って
素早く行動すること

町長！ 町長！ 町長！ あっと
驚く施策を期待してますよぉ 

町の観光スポットを
線で結ぶ総合的整備を

公園内に完成した四
あずまや

阿

庁舎内で働く女性職員

初登庁時の町長あいさつ

質
問
当
町
は
平
成
26

年
４
月
１
日
現

在
の
埼
玉
県
総
務
部
統
計

課
の
人
口
推
計
に
よ
る

と
、
県
内
で
人
口
減
少
率

が
小
鹿
野
町
・
横
瀬
町
に

次
ぐ
第
３
位
で
あ
る
。
若

年
層
の
定
住
促
進
が
急
務

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁

町
長
町
長　

危
機
感

を
持
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
機
会
の
確
保
と

拡
大
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
企
業
誘
致
と
通
勤

通
学
に
お
け
る
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
向
上
に
も

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
や
新
規
に
当
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す
。
第
５
次
総
合
振
興
計

す
。
第
５
次
総
合
振
興
計

画
を
策
定
す
る
と
き
に
、

画
を
策
定
す
る
と
き
に
、

財
政
面
も
含
め
課
題
と
し

財
政
面
も
含
め
課
題
と
し

検
討
し
ま
す
。

検
討
し
ま
す
。

質
問
給
食
費
の
無
料

化
は
。
多
子
世

帯
へ
助
成
を
行
な
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
せ
め

て
消
費
税
分
の
引
き
上
げ

は
し
な
い
な
ど
で
き
な
い

か
。答

弁
町
長
町
長　

総
合
的

　

総
合
的

な
こ
と
を
勘
案

な
こ
と
を
勘
案

し
、
ど
の
よ
う
な

し
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
打
て
る
か

対
策
が
打
て
る
か

関
係
各
課
と
相
談

関
係
各
課
と
相
談

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

質
問
デ
マ
ン

ド
バ
ス

（
タ
ク
シ
ー
）
の

運
行
は
、
長
年
の

住
民
運
動
で
実
現

を
求
め
る
声
や
、

私
た
ち
が
行
な
っ

た
町
民
ア
ン
ケ
ー

質
問
「
学
力
を
上
げ

る
た
め
」
と
全

国
県
内
各
所
で
始
ま
っ
て

い
る
土
曜
授
業
、
ま
た
国

の
小
中
一
貫
校
と
い
う
新

た
な
取
り
組
み
は
。

答
弁

教
育
長　

教
育
長　

月
１
月
１

回
程
度
の
土
曜

回
程
度
の
土
曜

授
業
を
し
て
、
学
力
が
付

授
業
を
し
て
、
学
力
が
付

き
ま
す
か
。
や
め
た
も
の

き
ま
す
か
。
や
め
た
も
の

を
始
め
る
な
ど
、
ふ
ら
ふ

を
始
め
る
な
ど
、
ふ
ら
ふ

ら
し
て
い
る
の
は
教
育
と

ら
し
て
い
る
の
は
教
育
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
土
曜
授

は
言
え
ま
せ
ん
。
土
曜
授

業
は
、
安
易
に
考
え
た
く

業
は
、
安
易
に
考
え
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
小
中
一
貫

あ
り
ま
せ
ん
。
小
中
一
貫

校
に
つ
い
て
は
、
他
に
先

校
に
つ
い
て
は
、
他
に
先

駆
け
て
導
入
す
る
こ
と
は

駆
け
て
導
入
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

性
が
大
。
農
業
の
担
い
手

が
い
な
い
。
集
落
の
半
数

以
上
は
５
〜
10
年
後
に
生

産
力
激
減
と
の
予
測
が
あ

る
状
況
の
中
で
、こ
の「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
に
対

す
る
町
の
考
え
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

町
へ
の
説
明
は

町
へ
の
説
明
は

６
月
初
め
に
あ
り
ま
し

６
月
初
め
に
あ
り
ま
し

た
。
農
地
の
貸
し
借
り
は

た
。
農
地
の
貸
し
借
り
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
に
よ

人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
に
よ

り
、
地
域
の
合
意
形
成
等

り
、
地
域
の
合
意
形
成
等

が
な
さ
れ
た
区
域
の
中
の

が
な
さ
れ
た
区
域
の
中
の

希
望
者
と
し
て
想
定
さ
れ

希
望
者
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で

行
な
う
基
盤
整
備
事
業
に

行
な
う
基
盤
整
備
事
業
に

お
い
て
は
、
補
助
金
以
外

お
い
て
は
、
補
助
金
以
外

の
部
分
を
機
構
が
負
担

の
部
分
を
機
構
が
負
担

し
、
そ
の
部
分
の
金
額
を

し
、
そ
の
部
分
の
金
額
を

貸
付
年
数
（
６
年
以
上
）

貸
付
年
数
（
６
年
以
上
）

に
応
じ
、
借
地
代
に
乗
せ

に
応
じ
、
借
地
代
に
乗
せ

て
回
収
す
る
も
の
で
、
一

て
回
収
す
る
も
の
で
、
一

般
的
な
基
盤
整
備
事
業
費

般
的
な
基
盤
整
備
事
業
費

で
は
、
借
り
受
け
者
の
負

で
は
、
借
り
受
け
者
の
負

担
が
高
額
と
な
る
た
め
、

担
が
高
額
と
な
る
た
め
、

農
業
資
金
の
融
資
を
受
け

農
業
資
金
の
融
資
を
受
け

ら
れ
る
土
地
改
良
事
業
と

ら
れ
る
土
地
改
良
事
業
と

合
わ
せ
、
農
地
の
担
い
手

合
わ
せ
、
農
地
の
担
い
手

へ
の
集
約
の
ほ
う
が
よ
い

へ
の
集
約
の
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長長　
「
こ
ん
に

　
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」（
全

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」（
全

戸
訪
問
）
を
行
な
っ
て
い

戸
訪
問
）
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
は
難
し
い
と

ま
す
。
ほ
か
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

質
問
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化

は
。答

弁
町
長
・
子
育
て

町
長
・
子
育
て

支
援
課
長

支
援
課
長　

現

　

現

在
、
滑
川
町
・
新
座
市
、

在
、
滑
川
町
・
新
座
市
、

越
生
町
が
実
施
。
朝
霞
市

越
生
町
が
実
施
。
朝
霞
市

に
つ
い
て
も
拡
大
予
定
で

に
つ
い
て
も
拡
大
予
定
で

え
や
意
見
を
出
し
合
い
、

女
性
の
要
望
に
応
え
得
る

役
場
内
女
性
職
員
特
別

チ
ー
ム
の
結
成
を
求
め
る

が
。答

弁
町
長　
町
長　

素
早
く

素
早
く

立
ち
上
げ
る
よ

立
ち
上
げ
る
よ

う
、
指
示
し
ま
す
。

う
、
指
示
し
ま
す
。

小
中
学
生
の

学
力
は　

質
問
埼
玉
県
の
学
力

レ
ベ
ル
は
国
の

平
均
よ
り
下
だ
が
、
当
町

の
位
置
は
。

答
弁

教
育
長　

教
育
長　

当
町
当
町

は
県
内
で
平
均

は
県
内
で
平
均

レ
ベ
ル
で
す
。

レ
ベ
ル
で
す
。

　

①
農
地
中
間
管
理
機
構

の
創
設　

②
経
営
所
得
安

定
対
策
の
見
直
し　

③
水

田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の

見
直
し　

④
日
本
型
直
接

支
払
い
制
度
の
創
設
。

　

以
上
４
点
の
う
ち
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

改
革
の
背
景
に
は
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
の
う
ち

65
歳
以
上
が
61
％
、
50
歳

未
満
は
10
％
。
農
地
の
半

分
は
耕
作
放
棄
地
で
あ

り
、
今
後
も
拡
大
の
可
能

質
問
町
長
の
公
約
に

少
子
高
齢
化
対

策
と
子
育
て
支
援
は
急
務

と
あ
る
。
同
意
見
だ
。
調

査
す
る
と
、
各
自
治
体
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
策
を
進
め
て
い
る
。
産

後
鬱う

つ

の
防
止
策
と
し
て
新

生
児
一
時
預
か
り
、
産
前

産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
、
１
対
１
で
同
じ
保
健

師
が
就
学
前
ま
で
相
談
に

乗
る
事
業
を
行
な
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
。

質
問
今
後
の
企
業
誘

致
で
は
、
女
性

が
働
き
や
す
い
業
種
を
誘

致
す
る
の
が
得
策
と
考
え

る
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
を
は
じ
め
、
２

５
４
号
バ
イ
パ
ス
、
そ
の

迂
回
路
の
沿
道
に
商
業
施

設
の
進
出
を
促
し
、
働
く

場
の
促
進
・
開
発
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁

町
長　
町
長　

企
業
誘

企
業
誘

致
と
し
て
、
呼

致
と
し
て
、
呼

び
込
め
る
企
業
で
あ
る
な

び
込
め
る
企
業
で
あ
る
な

ら
ば
取
り
入
れ
て
い
き
た

ら
ば
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

質
問
女
性
に
と
っ
て

ど
う
す
れ
ば
社

会
進
出
が
進
む
の
か
、
働

く
女
性
の
一
人
と
し
て
考

質
問
昨
年
12
月
、
農

林
水
産
省
が
次

の
４
つ
の
改
革
を
公
表
し

た
。

女性の登用

女性の活躍への体制は

農業

「農地中間管理機構」への考えは
交
通
整
備

デ
マ
ン
ド
バ
ス（
タ
ク
シ
ー
）運
行
は
住
民
の
声

公
聴
会
を
開
き
ま
す

取り組みは十分ではないが推進したい

農地の担い手への集約のほうがよい

柳田多恵子議員

戸口　勝議員

金子美登議員

ト
調
査
で
も
要
望
が
高

い
。
ま
た
複
数
の
議
員
も

取
り
上
げ
て
い
る
。
早
期

の
実
現
を
求
め
る
が
。

答
弁

町
長
町
長　

さ
ま
ざ

　

さ
ま
ざ

ま
な
調
査
結
果

ま
な
調
査
結
果

を
通
じ
て
検
討
し
ま
し

を
通
じ
て
検
討
し
ま
し

た
。
他
の
自
治
体
の
支
援

た
。
他
の
自
治
体
の
支
援

策
や
内
容
に
つ
い
て
、
さ

策
や
内
容
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
情
報
収
集
・
分
析
を

ら
に
情
報
収
集
・
分
析
を

行
な
い
ま
す
。
ま
た
公
聴

行
な
い
ま
す
。
ま
た
公
聴

会
を
開
き
た
い
と
考
え
ま

会
を
開
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。

子孫に美田を残したい

もしかしてだけど～先頭走
るの怖いんじゃないの～♪

食の危機は目前ですよ！
2030年には高齢化率44.5％、
少子化率6.2％　ほんとに急務ですよ

寄居町乗り合いタクシー寄居町乗り合いタクシー

授業風景



　議会は、小川町の将来あるべき姿
のシンボルであり、「要」です。現
状の諸問題にスピーディーに対応

し、議案を議決する唯一の機関である
と思います。いつの時代であろうと、基本は地域住
民との対話が重要な要素だと思います。住民の意見
が反映された議会運営がなされることが、町の発展
に大きく左右されると思います。地域の課題となっ
ているさまざまな問題（少子高齢化対策・町の活性化
対策・空き家対策・自主防災組織・振り込み詐欺防止
など）を行政とともに解決するためには、まずは１
人でも多くの住民が議会活動に興味を持つことが第
一歩です。広報をインターネットで見させてもらっ
ています。「傍聴のお知らせ」では、東京まで通勤
している私には時間帯が厳しいと思います。要望と
して、土日に議会の開催と同時中継などの導入。動
画配信で見られるようになれば、もっと多くの人が
興味を持ち、議会の刷新が可能になると期待します。

空き地の活用法
大塚四　遠

えん

藤
どう

有
ゆ

香
か

議会に関して
東小川　木

きの

下
した

儀
よし

行
ゆき

　縁あって、小川町に住んで６年に
なります。夏の暑さと、冬の寒さ
にやっと慣れてきました。現在、家

の近くに畑を借りて、野菜をつくって
います。何せ素人がやるものですから、うまくいき
ません。しかし、畑の仲間の方に教えていただき、
だんだん楽しみになってきました。ご近所の方にお
話をしましたら「畑を貸してくれるところが近くに
あれば、やってみたい」とのこと。小川町には貸菜
園がありますが、場所が遠過ぎます。
　小川町中には、あちこち空き地が見受けられま
す。夏になると草丈が高くなり、草刈りにも一苦労
されているようです。その対策の一助として「空き
地を貸します」「貸してください」といったコミュ
ニティーボードを役場の一角に設けて、利用者の橋
渡しをしていただけないでしょうか。花を植えたり、
家庭菜園をする方々が増えれば、町の景色も変わる
のでは。
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と
の
喜
び
、
誇
り
と
な
っ

と
の
喜
び
、
誇
り
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
す
。質

問
こ
の
町
で
出
会

い
、
恋
を
し
、

結
婚
。
自
然
と
緑
豊
か
な

こ
の
町
で
子
育
て
、
家
族

愛
を
育
み
充
実
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
む
。

そ
ん
な
日
々
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
よ
う

な
、
各
種
メ

デ
ィ
ア
利
用
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
し
て
ほ
し
い

が
。答

弁
教
育
教
育

長
ほ
長
ほ

か　か　

豊
か
な
自

豊
か
な
自

然
と
豊
富
な
歴

然
と
豊
富
な
歴

史
・
文
化
を
観

史
・
文
化
を
観

光
資
源
と
し
て

光
資
源
と
し
て

最
大
限
活
用
し

最
大
限
活
用
し

な
が
ら
、
武
蔵

な
が
ら
、
武
蔵

の
小
京
都
や
和

の
小
京
都
や
和

災
害
対
策
に
生
か
し
て
い

災
害
対
策
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
用

質
問
図
書
館
の
利
用

率
ア
ッ
プ
へ
の

提
案
①
夏
場
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
を
推
進
し
て
は　

②
小
川
町
駅
に
返
却
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
は　

③

雑
誌
を
置
い
て
あ
る
こ
と

等
を
含
め
、
伝
え
て
い
な

い
こ
と
を
改
め
て
広
報
な

ど
で
知
ら
せ
て
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　　

①
検
討
し
ま
す　

①
検
討
し
ま
す　

②
難
し
い
と
思
い
ま
す　

②
難
し
い
と
思
い
ま
す　

③
行
な
い
ま
す
。

③
行
な
い
ま
す
。

質
問
栃
本
親
水
公
園

の
利
用
者
と
周

囲
の
住
民
双
方
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
、
①
水
車
小
屋

前
の
水
遊
び
場
の
管
理
は　

　

②
釣
り
人
の
管
理
を
漁

協
に
申
し
入
れ
て
は　

③

利
用
者
へ
の
マ
ナ
ー
の
呼

び
か
け
は
。

答
弁

建
設
課
長
ほ
か

建
設
課
長
ほ
か　　

①
清
掃
を
行
な

①
清
掃
を
行
な

い
ま
す　

②
考
え
て
い
ま

い
ま
す　

②
考
え
て
い
ま

せ
ん　

③
看
板
設
置
な
ど

せ
ん　

③
看
板
設
置
な
ど

で
す
。

で
す
。

ん
な
郷
土
愛
を
育
む
教
育

は
。答

弁
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

田
植
え
か
ら
お

田
植
え
か
ら
お

に
ぎ
り
を
つ
く
っ
て
の
収

に
ぎ
り
を
つ
く
っ
て
の
収

穫
祭
、
お
年
寄
り
の
協
力

穫
祭
、
お
年
寄
り
の
協
力

を
得
て
の
「
む
か
し
遊

を
得
て
の
「
む
か
し
遊

び
」、
子
供
会
で
は
サ
ツ

び
」、
子
供
会
で
は
サ
ツ

マ
イ
モ
の
栽
培
体
験
、
中

マ
イ
モ
の
栽
培
体
験
、
中

学
校
で
は
手
漉
き
和
紙
で

学
校
で
は
手
漉
き
和
紙
で

み
ず
か
ら
の
卒
業
証
書
を

み
ず
か
ら
の
卒
業
証
書
を

す
く
等
を
行
な
っ
て
お

す
く
等
を
行
な
っ
て
お

り
、
こ
の
町
で
育
っ
た
こ

り
、
こ
の
町
で
育
っ
た
こ

ま
す
。

ま
す
。

質
問
ど
ち
ら
も
積
極

的
に
伝
え
る
努

力
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

町
全
体
で
考
え

町
全
体
で
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
職
員
は
内
容
を

理
解
し
遂
行
し

て
い
る
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

そ
う
考
え
ま
す
。

そ
う
考
え
ま
す
。

本
年
２
月
の
大
雪

質
問
被
害
状
況
や
対

応
に
つ
い
て
検

証
し
、
役
場
の
体
制
の
見

直
し
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

今

　

今

回
の
体
験
や
対

回
の
体
験
や
対

応
の
全
て
が
貴
重
な
資
料

応
の
全
て
が
貴
重
な
資
料

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご

指
摘
の
と
お
り
に
今
後
の

指
摘
の
と
お
り
に
今
後
の

質
問
人
口
減
と
少
子

人
口
減
と
少
子

化
対
策
は
、
当

町
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
的
な
問
題
に
も
な
っ

て
い
る
。
当
町
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長　長　

平
成
６
年

平
成
６
年

は
１
・

は
１
・
4545
、
平
成

、
平
成
2424
年
は
年
は

０
・
０
・
7878
で
す
。

で
す
。

質
問
小
川
町
で
生
ま

れ
育
ち
、
こ
の

町
に
住
み
続
け
た
い
。
そ

質
問
町
民
憲
章
の
伝

え
方
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

各
地
区
集
会
所

各
地
区
集
会
所

や
公
民
館
に
掲
額
。
ガ
イ

や
公
民
館
に
掲
額
。
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
な
ど
で
す
。

ジ
へ
の
掲
載
な
ど
で
す
。

質
問

32
年
た
っ
た

今
、
も
う
一
度

伝
え
方
を
含
め
て     考
え
て

ほ
し
い
が
。

答
弁

町
長
町
長　

改
め
て

　

改
め
て

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

質
問
条
例
制
定
や
改

正
時
の
伝
え
方

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

役
場
前
の
掲
示

役
場
前
の
掲
示

板
に
公
示
。
必
要
に
応
じ

板
に
公
示
。
必
要
に
応
じ

て
広
報
等
で
周
知
を
図
り

て
広
報
等
で
周
知
を
図
り

町民憲章及び条例

町民へ伝わり理解されていると思うか

少
子
化
対
策

人
口
減
と
少
子
化
対
策
は

町
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す

そのように思います

大戸久一議員

島﨑隆夫議員

紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町
の

紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
町

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
情
報

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
情
報

発
信
力
の
強
化
に
努
め
ま

発
信
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。
す
。そ

の
他
の
質
問

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に

理
解
を

◎
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
今
後
は

◎
西
中
改
築
工
事
に
つ
い

て

西中、人口減・少子化対策
しっかり頼むよ

新町長のもとで未来に希望
の持てる町へ

庁舎内に掲げられた町民憲章

地域への子育て支援を



議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会は次回定例会は

からですからです99 月月22 日（火）日（火）
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編集後記

シリーズ　安全・安心の主役たち⑪議 員
記者クラブ

我が町我が町 再 発 見

小川消防署の女性隊員に聞く！小川消防署の女性隊員に聞く！

QRコードを
読み込むと、
議会のホーム
ページが表示
されます。

　小川消防署は、現在 47名の署員に

より消防・火災予防・災害防除・救急・

救助を専門に行ない、日々小川町民の

生命と財産を守っています。本年度か

ら、看護師の経験を持つ消防士の宮下

さとみさんが加わり、プラスワンの町

民の安全・安心が確保されています。

　小川小学校旧下里分校。木造校舎の分校は、自然豊か

な下里の里山の中にあります。

　廃校となった分校の桜は今も人気で、桜の季節にな

ると、たくさんの人が花見に訪れます。また昨年からは、

アニメの聖地としてファンの方々が日本全国から訪れて

います。

　初めて訪れた人でも、旧下里分校は温かみがあってなんだか懐かし

く感じられる場所です。

　今では珍しくなってしまった木造校舎は、地域の人たちだけでなく、

小川町の大事な財産です。今後も皆さんの憩いの場として、残してい

きたいと思います。ぜひ足を運んでみてください。

ＮＰＯ法人　霜里学校　ＮＰＯ法人　霜里学校　安安
あんあん

藤藤
どうどう

和和
かずかず

広広
ひろひろ

「豊かな里山と木造校舎」

小川署に配属される前は何をしていましたか？

神奈川県で救急救命士として働き、その後北海道で看
護師として働いていました。

安全・安心に対するあなたの役割は？

町民の生命・財産を守ることはもちろんのこと、看護
師の経験を生かし、精神的なケアとともに搬送業務を
行ないたいです。

小川町で、改めて感じたことは何ですか？

火災時の消防団の力って、すごいなって改めて思いま
した。もし、いなかったらと思うと……。

期待されていることは、何だと思いますか？

救急において、女性特有の疾患に対する対応や声かけ、
さらには子どもたちへの精神的配慮を持って心で接す
ることだと思います。

担当：戸口　勝

Q

Q

A

A

　猛暑の夏でしたね。
皆様はどのようにお

過ごしになりましたか。夏休みやお盆休み等で、
日ごろのストレスを解消できたでしょうか。
　第2回定例会は、町長選挙があったことから
６月24日から始まり、議会だよりも1ヵ月遅
れの発行となりました。

　臨時議会では、西中学校の工期の再延長に
32の質疑がありましたが、ページ数の制限で
ほんの一部しか載せることができませんでし
た。詳しくはホームページで見ることができま
すので、ぜひ議員がどのような質疑をしたのか、
見てください。

　　編集委員 髙橋さゆり

この広報は古紙を配合した紙を使用しています。この広報は古紙を配合した紙を使用しています。

桜の季節は多くの方が訪れます

Q

Q

A

A

中央が宮下さとみさん中央が宮下さとみさん


